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	新宿食支援研究会に参加して15年。 五島朋幸先生から受けた刺激を胸に、高齢者の在宅歯科診療、施設での経口維持加算、ミールラウンド、多職種連携、嚥下評価に向き合ってきた。 私が守りたかったのは、単なる経口摂取ではなく、その人らしく「食べる時間」である。しかし現場では、本人の願いだけでは食支援は続かない。安全への懸念、支援者の不安、職種間のずれの中で、食べる楽しみは静かに縮んでいく。 本講演では、15年の実践と葛藤から整理した「食支援を支える3×3のP」を手がかりに、食べる楽しみを支える歯科の役割を、現場の実感とともに語りたい。
	日時
	19:00-20:30
	会場
	会費
	詳細・お申込み
	勉強会後に飲食しながらの多職種交流会あり！
	主催：新宿食支援研究会



